
第3 回 風連防炎世界会■ :

､

パ ブリ ッ ク フ ォ ー ラ ム ｢市民協●と防災｣ テ ー マ館事業

f b M O D A C H l か ら宮城へ

宮城から世界 へ
こ れか ら の 社 食 を亜う 高校 生 が考え る被災 地 復興 ､ ま ち づ くりを発表します ｡

ま た メ デ ィ ア で は な か な か 報道さ れ て い な い 現 地 の 生 の 声( R q w V o i c e ) を

届 け ます ｡ 本 当 の 復 興 と は何 な の か ､ 合板災 地 が抱 え て い る 間確 ､ 愛 す る 地 元 に 何

が で き る の か ‥ ■

｡

こ の 機合 に 自 分 の 住 ん で い る 街 を ､ も う 1 度 見 っ め 直 L て み ま せ ん か ?

■日 時 2 0 1 5 年3 月1 4 日 ( 土)

■■ 所 仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー 6 F セミナ ー ホ ー ル

仙台市書♯区 - ■町4 丁目1 - 3 (T巳 0 2 2 - 2 1 2 - 3 0 1 0 )

■開 場 1 2 : 3 0

+ 幕1 回 1 2 : 4 5 - 1 3 : 4 5

■ポスタ ー セ ッ シ ョ ン 1 3 : 4 5 ･ - 1 4 : 1 5

■算2 回 1 4 : 1 5 - 1 5 : 1 5 く各回い すれ も同じ内書です)
一

☆参加茸無料､ 申し込み不要☆

主 儀 防災からまちづくりを考える実行≠員会

企¶ ･ 遭管 T O M O D A C H I R A W V O I C E

( 同い合わせ to m o d a c hir a w v oic o m ail . c o m または 0 2 2
- 2 7 3 - 9 7 5ユー守t )

協 力 T O M O D A C H l サ マ ー 2 0 1 4 ソ フ トバ ン ク ･ リ ー ダ ー シッ プ ･ プロ グラム●加著

(公勝川･S ･ J AP AN C O U N S･L (米眉 カウン シル) T O M O み人望£だた望慧!F 本
( 珊 ) 暮日♯大■災徽輿支嬢劇周 D A C 川



私たらは昨年 の夏 ､ 被災地の復興 の ためにア メ リカ のカリフ オ ル ニ ア州 立大学 バ ー ク レ ー 校で ､

リ
ー ダ ー シ ッ プを学んで きた高校生です｡ Y - P L A N ( 注1 ) をとお して学んできた こ とを地域 の

ために活か して い きたい とい う強い 想 いを胸に､ W > O IC E ( ロ ー ボイス : 生 の声) とい う被

災地 の声をオブラ ー

トに包まず ､ あ りのま まに発 信 して い< こ とを コ ンセプトに した団体で す｡

私たちを含めた東北の高校生の 思い ､ 実際に足 を運ん で取 材 して受け取 っ た被災地 の方々 の思

い をありのままにお伝え したい と思います ｡ r 高校生だからで己与｣ こ とがあるの です｡ 皆さ

んにも高校生 の力や輝きを感 じて も らい た いです｡ 当 日は､ 岩手､ 福島の高校生も参加 します!

こ来虜 お待ら して い ます｡

注 l : Y P I . A N と は

キ ー ワ
ー ドは

『高校生革命』 です

子 どもに関わる方 へ

子 どもの 権利条約に ある ｢ 子 どもの 社会 参画｣ ､

｢ 意見を言う権利｣ を､ ど こ まで実現して い るで

し ようか ? 高校生が学んだ Y
-

P L 人肌 地域の実態を

見て どん なまちに した い と思 っ たのか ､ 何を考え

て い るのかを聞い てください ｡ そ して､ 高校塵 の

主体と して動ける力を見てください ｡

教育を通 して より公平で持続可能な地域社会を実現する ことを使命とする C e n t e r F o r C i ti e s a z l d S c h o c l 畠(都市および学校教育研

究セ ン タ
ー

) が開発 した教育プ ロ グラ ム Y サI A N (1ねⅦtb ,【若者】pl a 皿 ,【計画】L 別 u Ⅶ【学ぶ1止血【行動する1 ,N o w t今】) ｡ 現 在 までに ､ 全

米 9 都市､ 世界 8 カ国で実施され てきま した｡ それ ぞれ の 地域が抱 える課題 によ っ て ､
Y ･ P L 丸N の 切 り 口 は異なりますが ､ 学校

や生徒一人一人 の ニ ー ズ に合わせ て ､
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン カ ､ チ ー ム ワ
ー

ク ､ デ ー タ分析力､ 批判的思考力､ 観察力､ アイデ ィ ア

をまとめる力､ 創造力､ 市 民意識な どを養 っ て いきます｡ r 攣ぶことIi . ( 社さモモえる) 力になるJ ★傷■は ､
そ の後 の 学習 へ の

原動力にも ､
主体的な市民 の 育成にも つ ながります｡

基本的なプ ロ セ ス
‥ ･

5 ス テ ッ プ ① コ ミ ュ ニ テ ィ の 強みや改善す べ き点 を明らか に し ､

ゴ ー ル ま で の 道筋を確許する｡ ②地図作

成､ 聞 き取りな どを通 して ､ 自分た ち の 地域社会 を良く知る ｡ ③事例を集め ､
ア イ デ ィ ア を出し合t■､ ､ 明確な ビジ ョ ン に し て い

く｡ (か自分たち の 考え ､ 提案を公なも の に し､
イ ン パ ク トを最大化 して い く｡ ⑤成果を振り返り ､ 今後に つ なげる｡


